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国立大学法人鳴門教育大学講堂使用要項

平成１６年４月 １日

学 長 裁 定

改正 平成２１年４月 １日

平成２２年４月 １日

平成２３年３月３１日

平成２６年３月３１日

平成２７年１２月２２日

平成２９年 ４月 １日

平成２９年 ７月１０日

平成３１年 ４月 １日

（趣旨）

第１ 国立大学法人鳴門教育大学講堂（以下「講堂」という。）の使用に関しては，他に

定めのある場合を除くほか，この要項の定めるところによる。

（目的）

第２ 講堂は，国立大学法人鳴門教育大学（以下「本学」という。）の教育研究の進展に

資するとともに，学術文化の向上に寄与することを目的とする。

（使用の範囲）

第３ 講堂は，本学が主催する儀式，講演会，公開講座等に使用するものとする。ただし，

資産管理責任者は本学の使用及び教育研究の遂行に支障がなく，かつ，次の各号の一に

該当する場合は，本学の職員，学生等にその使用を認めることができる。

⑴ 本学の職員が講演会, 研究会等を行う場合
⑵ 本学の学生の団体が当該団体の顧問教員等の承認を得て研究会, 発表会等を行う場
合

⑶ 本学の附属学校の児童, 生徒又は幼児の団体が当該附属学校長の承認を得て教員
の指導の下に発表会等を行う場合

⑷ その他学長が適当と認める場合

２ 資産管理責任者は，前項の規定にかかわらず，本学の使用及び教育研究の遂行に支障

がなく，かつ，本学の利益を損ねるおそれがないと認められる場合は，本学の職員，学

生等以外の者に講堂を使用させることができる。

（使用許可の基準）

第４ 第３第１項ただし書及び第２項に規定する使用を許可する場合の基準は，次の各号

に掲げるとおりとする。

⑴ 使用予定人員が約５００人未満であること。

⑵ 講堂を使用しようとする者（以下「使用者」という。）が過去に講堂の使用許可条

件等に違反した事実がないこと。

２ リハーサルその他の準備に講堂を使用する場合は，原則として１回とする。

（使用の日時）

第５ 講堂を使用できる日時は，原則として，１２月２９日から翌年１月３日までの日及
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び夏季一斉休業日を除く日の９時から１７時までとする。ただし，学長が特に必要と認

める場合は，この限りでない。

（使用許可の申請）

第６ 使用者は，別記様式第１号の国立大学法人鳴門教育大学講堂使用許可申請書を，総

務部施設課施設総務係（以下「施設総務係」という。）に提出し，資産管理責任者の許

可を受けなければならない。

２ 前項の申請は，原則として使用予定日の１月前までに行わなければならない。ただ

し，使用予定日の３月以前の申請については，特別な事由がない限り受付けないものと

する。

（使用の許可）

第７ 資産管理責任者は，第６の申請を適当と認めるときは，使用を許可し，別記様式第

２号の国立大学法人鳴門教育大学講堂使用許可書（以下「許可書」という。）に押印後，

施設総務係を通じて使用者に交付するものとする。

２ 第３第１項の規定に該当する者に交付する許可書については，押印は省略するものと

する。

（使用料）

第８ 第７の規定により使用の許可を受けた者のうち，第３第２項の規定に該当する者は，

別に定める使用料を総務部財務課出納係に前納しなければならない。

２ 既納の使用料は，原則として返還しない。

（使用日時等の変更）

第９ 使用者が，使用の日時等を変更し，又は使用を中止しようとするときは，原則とし

て使用予定日の７日前までに申し出なければならない。

２ 前項の申出については，第６第１項及び第７の規定を準用する。

（使用許可の取消し等）

第 10 資産管理責任者は, 次の各号の一に該当する場合には, 使用の許可を取り消し, 又は
使用を中止させることができる。

⑴ 本学において緊急に講堂を使用する必要が生じたとき。

⑵ 使用者がこの要項又は使用許可の条件等に違反したとき。

⑶ 本学の運営上重大な支障があると認められるとき。

２ 前項の規定により使用の許可を取り消し，又は使用を中止させたことによって，使用

者に損害を及ぼすことがあっても，本学はその責を負わないものとする。

３ 第１項による不許可の通知は，施設総務係を通じて行うものとする。

（遵守事項）

第 11 使用者は, 別に定める使用心得を遵守しなければならない。
（損害賠償）

第 12 使用者が故意又は過失により施設，設備等を汚損, 損傷又は滅失させたときは，そ
の原状回復に必要な費用を弁償しなければならない。

（事務）

第 13 講堂の管理, 運営等に関する事務は，施設総務係において処理する。
附 則
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この要項は，平成１６年４月１日から施行する。

附 則

この要項は，平成２１年４月１日から施行する。

附 則

この要項は，平成２２年４月１日から施行する。

附 則

この要項は，平成２３年４月１日から施行する。

附 則

この要項は，平成２６年４月１日から施行する。

附 則

この要項は，平成２８年４月１日から施行する。

附 則

この要項は，平成２９年４月１日から施行する。

附 則

この要項は，平成２９年７月１０日から施行する。

附 則

この要項は，平成３１年４月 １日から施行する。
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別記様式第１号（第６第１項関係）

国立大学法人鳴門教育大学講堂使用許可申請書（新規・変更･中止）

年 月 日

国立大学法人鳴門教育大学長 殿

所属又は団体名

代 表 者 役職

氏名

住 所

（連絡先電話 ）

使 用 責 任 者

住 所

（連絡先電話 ）

講堂を下記のとおり許可くださるよう申請します。

なお，使用に当たっては，国立大学法人鳴門教育大学講堂使用心得を遵守します。

記

行 事 等 の 名 称

年 月 日（ 曜日） 時 分～時 分
使用日時（準備等を含む。）

年 月 日（ 曜日） 時 分～時 分

使 用 目 的

使 用 予 定 人 員 人（学内 人，学外 人）

使用を希望する特別設備等

使 用 料 円

附属学校長又は顧問教員等の承認 職名 氏名 印

※受付年月日 令和 年 月 日 担当 印

※備 考

（注）１ ※印の欄は，記入しないこと。

２ 使用予定日の１月前までに行事等の開催計画書等を添付し，提出すること。

（入場料，参加費又はこれに類するものを徴収する又は物品販売を伴う場合は，

添付書類に詳細を記入すること。）
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別記様式第２号（第７第１項関係）

国立大学法人鳴門教育大学講堂使用許可書（新規・変更・中止）

年 月 日

殿

国立大学法人鳴門教育大学

学 長 印

令和 年 月 日付け申請に係る講堂の使用については，別紙の国立大学法人鳴門教育

大学講堂使用心得を遵守することを条件として，下記のとおり許可します。

なお，次のような場合には，使用の許可を取り消し，又は使用を中止させることがあり

ます。

１ 本学において緊急に講堂を使用する必要が生じたとき。

２ 使用者が国立大学法人鳴門教育大学講堂使用要項又は使用許可の条件に違反したと

き。

３ 本学の運営上重大な支障があると認められるとき。

記

行 事 等 の 名 称

年 月 日（ 曜日） 時 分～時 分
使 用 日 時

年 月 日（ 曜日） 時 分～時 分

使 用 目 的

使 用 予 定 人 員 人

使 用 で き る 特 別 設 備 等

使 用 料 円

備 考
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別 紙

国立大学法人鳴門教育大学講堂使用心得

使用者は，講堂の使用に当たっては次に掲げる事項を遵守しなければならない。

１ 国立大学法人鳴門教育大学講堂使用許可書を施設総務係に提示し，事前に打合せを行

い，その指示に従うこと。

２ 使用を許可された目的以外に使用し，又は他の者に転貸してはならないこと。

３ 使用を許可された施設，設備等以外は，使用しないこと。

４ 使用を許可された時間を守ること。

５ 掲示，張り紙，その他これらに類するものは，許可された所定の場所で行うこと。

６ 火気の取り扱いに注意すること。

７ 講堂内では，飲食しないこと。

８ 施設，設備等を汚損，損傷又は滅失させないこと。

９ 講堂の防災設備等を確認し，非常の場合は，誘導等を行うこと。

10 使用責任者は，使用後は施設内を清掃・整理し，施設総務係に届け出て，点検，確認

を受けること。


